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１ 目的 

   長崎県公立学校初任者研修（特別支援学校）（以下、「初任者研修」という。）は、県内の

県立特別支援学校の新規採用教員に対して、教育公務員特例法第２３条の規定に基づき、現職

研修の一環として１年間の研修を実施し、実践的指導力と使命感を養うとともに、幅広い知見

を得させることを目的とする。 

 

２ 実施協議会等の組織 

（１）  実施協議会は、会長が年１回程度招集し開催する。なお、実施協議会の会長は、必 

要に応じて初任者研修指導教員連絡協議会を開催することができる。 

 

＜令和４年度予定＞ 

①   実施協議会 

 期 日 令和５年１月２５日（水）    

 場 所 ホテル セントヒル長崎 

 出席者 ○実施協議会委員（会長、地区運営委員会会長、関係機関等の委員）  

○県教育委員会（県教育センター、特別支援教育課） 

 

②   初任者研修指導教員連絡協議会 

期 日 令和４年４月１５日（金）  

場 所 各所属校 

方 法 Teamsによるオンライン会議 

対象者 指導教員 

   ・拠点校方式：拠点校指導教員、校内指導教員 

        ・自 校 方 式：校内指導教員 

    

（２）各地区運営委員会は、次の学校により組織する。  

       

（注）○は、令和３年度地区中心校 

 

① 地区運営委員会は、必要に応じて地区運営委員会の会長が招集する。  

なお、地区運営委員会の会長は、必要に応じて実施校の校長及び指導教員等による連 

絡会を開催することができる。  

② 各地区運営委員会の会長・副会長及び委員等については、地区研修の計画立案及び実施に 

支障のないよう年度始めに決定しておくこと。 

地区運営委員会  該当特別支援学校  

長崎・西彼地区  
盲学校           鶴南特別支援学校 

鶴南特別支援学校時津分校 ○長崎特別支援学校  

佐世保・東彼地区  
佐世保特別支援学校     川棚特別支援学校 

○桜が丘特別支援学校      佐世保特別支援学校北松分校 

諫早・島原地区  
島原特別支援学校     ○希望が丘高等特別支援学校 

諫早特別支援学校      諫早東特別支援学校  

大村地区  
ろう学校          虹の原特別支援学校 

○大村特別支援学校  
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３ 年間研修計画等 

（１）全体研修計画 

 ① 令和４年度の初任者研修全体研修計画を、別紙１に示す。 

 ② 県教育委員会（県教育センター）、地区運営委員会及び実施校の校長は、研修の進捗状

況等、必要に応じて研修計画等を改善することができる。  

 

（２）研修計画の作成 

① 地区研修 

ア 当該地区における年間研修計画を作成するに当たっては、別紙１に示す初任者研修

全体研修計画を参照すること。 

イ 地区研修の内容は次のとおりとし、県教育委員会（県教育センター）及び実施校と

の連携を図りながら行う。なお、可能な限り保護者による講話を含めて計画する。 

・連絡研修    ・講話研修（校長、施設長、保護者 等）    ・授業研修 

・訪問研修   ・その他の研修（各地区の実情に応じた研修）  

② 校内研修 

ア  校内研修年間指導計画を作成するに当たっては、実施校における研修モデル（別紙

２－①、②）を参照すること。なお、２月末をめどに終了するよう計画すること。 

イ 読書活動・図書館活用推進の研修を計画し、実施すること。 

ウ 指導計画は、初任者の実態に応じて個別に作成し、初任者研修校内研修年間指導計

画書（様式２）を作成して、令和４年５月１１日（水）までに県教育センターへ提出

すること。 

 

（３）  県教育センターが実施する研修 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   〔研修内容等〕 

研修講座名 研修日数 内容 

【オンデマンド型】 

県立特別支援学校初任者研修

Ⅰ 

1日 
教職員としての服務や心構え等、職務上必要な事

項に関する研修を行い、使命感の高揚を図る。 

【集合型】 

県立特別支援学校初任者研修

Ⅱ 

２日 

教職に関する資質や指導等についての基礎的事項

に関する研修を行い、倫理観や使命感の一層の深

化と職務に関する専門性の向上を図る。 

【ハイブリッド型】 

県立特別支援学校初任者研修

Ⅲ 

３日 

教職に関する資質や個に応じた指導等に関する研

修を行い、幅広い見識を養うとともに、実践的指導

力の向上を図る。 

【集合型】 

県立特別支援学校初任者研修

Ⅳ 

２日 

個に応じた指導に関する研修を行い、実践的指導

力の一層の深化を図るとともに、１年間を振り返

り、自己の資質向上のため学び続ける姿勢を養う。 

※センター研修の講座形態について 

集  合  型：教育センターにおいて、研修期日に受講する研修 

ハイブリッド型：集合型とオンデマンド型を組み合わせた研修 

リアルタイム型：所属校等において、研修期日に教育センターとオンラインでつなぎ、リア

ルタイムで受講する研修 

オンデマンド型：所属校等において、期間内に教育センターが配信する動画を視聴して受講

する研修 
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   〔期日等〕 

職種 講座番号 研修講座名 期間 

教 諭 等 

実 習 助 手  

寄宿舎指導員 

セ２ 
【オンデマンド型】 

県立特別支援学校初任者研修Ⅰ 

４月１３日(水)～ 

 ２７日(水) 

 

職種 講座番号 研修講座名 期日 

教 諭 等 

実 習 助 手  

寄宿舎指導員 

セ１０ 
【集合型】 

県立特別支援学校初任者研修Ⅱ ５月１８日(水) 

  １９日(木) 

事 務 職 員 セ８ 
【ハイブリッド型】 

教育事務職員研修（初任者研修） 

 

職種 講座番号 研修講座名 期日 

教 諭 等 

実 習 助 手  
セ３６ 

【ハイブリッド型】 

県立特別支援学校初任者研修Ⅲ 

７月２５日(月) 

  ２６日(火) 

  ２７日(水) 

※実習助手は２６、２７日のみ 

 

職種 講座番号 研修講座名 期日 

教 諭 等 セ９４ 
【集合型】 

県立特別支援学校初任者研修Ⅳ 

１月１９日(木) 

  ２０日(金) 

 

４ 実施校における研修 

（１）指導体制 

① 実施校の管理職及び指導教員等は、初任者（教諭等）に対して、校内研修年間指導計

画に基づき研修を行うとともに、初任者からの相談に応ずる。 

② 指導教員等が初任者を直接指導する時間は１２０時間を標準とする。なお、指導時間

は学部における１単位時間を基本とする。 

③ 研修時間を確保するため、週４時間の直接指導時間を週時程に位置付ける。  

④ 研修時間は、原則として１校時から６校時までの日課の中で実施し、放課後にやむを

得ず研修を行う場合には、教育活動に支障がないように配慮するとともに、初任者や指

導教員の負担過重にならないよう配慮する。 

 

（２）指導内容・方法 

① 初任者の様々な悩みや問題、研修の要望等について話し合う｢初任研ミーティング｣

を実施する。 

ア メンバーは初任者、校内指導教員、拠点校指導教員の他、ミーティングの内容に応

じて校内指導教員が選定する。 

イ  年間１０時間（月１回、１時間程度）程度実施する。 

ウ 個々の初任者を対象として実施するが、複数の初任者を対象として同時に実施する

ことも可能とする。その際、個々の初任者の悩みや研修への要望等について、十分に

話し合うことができるよう配慮する。 

② 年間２回以上の研究授業・授業研究会を実施する。なお、同学部や同学年、同教科の
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教員と相互に授業を参観し合ったり、授業研究等を実施したりする体制を整える。 

③ 初任者のニーズに応じて、年度途中でも研修内容を柔軟に変更・改善する。 

④ 校内研修相互やセンター研修、地区研修との研修内容の関連を図るよう留意する。 

⑤ 学校や地域の実情に応じて、研修内容や研修方法を工夫する。 

⑥ メンター等と協働した初任者のニーズに応じた研修内容を計画・実施する。  

⑦ 初任者が積極的、主体的に取り組むことができるよう研修方法について工夫する。  

 ⑧ 研修では、県教育委員会発行の以下の資料等を積極的に活用すること。 

「学び続ける教師のために」、「特別支援学校の教育の手引き」、「いじめ対策ハン

ドブック」、「いじめ問題への取組についてのチェックポイント」、「児童生徒の継続

的な指導・支援のための引継ぎガイドライン」、「人権教育をすすめるために」、「ガ

イドライン 体罰の根絶に向けて」、「学校教育への信頼を高めるために」、「ＳＮＳ

ノート・ながさき」等 

 

５ 指導教員 

（１）拠点校方式（幼稚部、小・中学部） 

拠点校方式の実施校においては、拠点校指導教員と校内指導教員を中心に全教職員

で初任者の指導を行う。 

① 拠点校指導教員 

ア 拠点校指導教員は、初任者（１人当たり６人までを標準とする）に対して教科指導

を除く研修項目について指導する。なお、教科指導については、授業を進める上で必

要な一般的な内容の指導にとどめることとする。 

イ 校務分掌等 

拠点校指導教員は、初任者指導業務に専念するため、原則として授業担当時間及び

校務分掌は割り振らないものとする。ただし、学校経営上やむを得ず校務分掌等を割

り振る場合には、初任者指導業務に支障のない範囲とする。なお、全ての初任者指導

業務終了後は、この限りではない。 

ウ 勤務の割り振り 

拠点校指導教員の勤務時間の割り振りは、兼務校校長と協議の上、本務校校長が行

うものとする。 

エ 勤務計画 

  拠点校指導教員は、拠点校指導教員週間指導計画表（様式３）を作成し、初任者の

指導時間に差が生じないよう２週間前までに本務校校長の承認を得て決定する。 

オ 勤務の様態 

・拠点校指導教員が、初任者研修のために兼務校で勤務する場合は出張（外勤）とし、本務校校

長の旅行命令によって勤務する。 

・初任者１人当たりの指導日数は、４０週にわたる２０日を原則とする。 

・１週の勤務に準備・指導・評価等を位置付け、計画的・効果的に指導を行う。 

・年次休暇等の諸休暇については、本務校校長に対し所要の手続きをとる。 

・兼務校において勤務中に休暇を取得する場合は、兼務校校長の了解を得て、本務校校長に対し

所要の手続きをとる。 

 ② 校内指導教員 

拠点校方式における校内指導教員は、主として教科指導に関する指導を行うとともに、初任者研

修推進に当たり、必要な事項について適宜、指導及び助言を行う。また、研修項目の指導に適切な

校内の指導者との連絡調整や拠点校指導教員との連携及び指導時間の管理等、コーディネーターと

しての役割を担う。 

③ 指導時間 

ア 拠点校指導教員は、１人の初任者に対して、年間７０時間の研修に関わるものとする。 

（２週に３時間の指導及び、月１回の初任研ミーティングを行うことを基本とする。） 
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イ 校内指導教員等は、１人の初任者に対して、年間５０時間の研修に関わるものとする。 

（２週に１～２時間の指導及び、月１回の初任研ミーティングを行うことを基本とする。） 

ウ 拠点校指導教員と校内指導教員が同時に指導した場合は、それぞれが直接指導した時間として

計上することができる。ただし、校内指導教員等が複数参加した場合は、校内指導教員１人とし

て計上する。 

エ 校内指導教員等が複数の初任者を同時に指導した場合は、それぞれに指導した時間を計上する。 

 

（２）自校方式（高等部） 

自校方式の実施校においては、校内指導教員を中心に全教職員で初任者の指導を行う。 

① 校内指導教員 

校内指導教員は、初任者に対して直接指導を行うほか、研修項目の指導に適切な校 

内の指導者との連絡調整や指導時間の管理等、コーディネーターとしての役割を担う。 

② 指導時間 

ア 校内指導教員が研修に関わる時間は、研修時間全体の６割程度とする。残りの研修 

時間については、校務分掌等職務の専門性や所属教員の専門分野等を生かして、校内

指導教員以外の職員が担当する。 

イ 初任研ミーティングを年間１０時間程度実施する。  

ウ 校内指導教員等が複数参加した場合は、校内指導教員１人として計上する。  

エ 校内指導教員等が複数の初任者を同時に指導した場合は、それぞれに指導した時間 

を計上する。 

 

（３）指導教員等の調査票 

実施校の校長は、校内指導体制について実施校における指導教員等の調査票（様式４） 

を作成し、令和４年５月１１日（水）までに県教育センターに提出する。 

                             

６ 研修評価、報告書等 

（１）評価 

① 初任者（教諭等）は自身の研修を振り返り、「長崎県 教諭等としての資質の向上に 

関する指標」の第１ステージ及び以下に示す評価の目安を参考に、初任者研修（特別支

援学校）自己評価票（様式６）により自己評価を行い、校長に提出する。 

   

② 校長は、初任者の自己評価をもとに、初任者が次年度以降の課題を明確にして教育活

動や研修に取り組むことができるよう、初任者研修（特別支援学校）自己評価票（様式

６）に指導及び助言を記載し、初任者へ返却する。 

 

（２）報告書 

① 地区運営委員会においては、地区研修実施報告書（様式１）を作成し、令和５年３月

１日（水）までに県教育センターへ提出すること。 

② 初任者研修実施校においては、初任者研修校内研修年間指導報告書（様式７）を作成

し、令和５年３月１日（水）までに県教育センターへ提出すること。 

 

段階 評価の目安 

４ 初任者として、十分満足できる。 

３ 初任者として、おおむね満足できる。 

２ 初任者として、あまり満足できない。 

１ 初任者として、満足できない。 
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（３）記録 

① 初任者は、月毎に初任者研修の記録（様式５－①）を作成し、校長に提出する。 

② 拠点校指導教員は、初任者研修指導の記録（様式５－②）を作成し、実施校の校長に 

 提出する。 

③ 校内指導教員は、初任者研修指導の記録（様式５－③）を作成して校長に提出すると 

ともに、研修の進捗状況について報告する。 

 

７ センター研修の欠席等 

（１）欠席・遅刻等の手続き 

県教育センターにおける研修を欠席・遅刻する場合、管理職員は県教育センターへ 

電話連絡する。その後、県教育センターのWebページより、研修講座の関係書類（欠席 

届・遅刻届）をダウンロードし、速やかに電子メールで提出する。 

提 出 先：県教育センター所長 

送 信 先：npec-tokushi@pref.nagasaki.lg.jp(「lg」はエルジー) 

件   名：【特支】初任研（欠席届）／【特支】初任研（遅刻届） 

    ファイル名：欠席届（所属名）／遅刻届（所属名） 

 

（２）県教育センターにおける研修を受講できない事態が生じた場合は、代替措置等の協議

を行う。 

 

８ 初任者研修の免除 

他都道府県において教諭等として国立（国立大学法人）及び公立の特別支援学校で初任

者研修を修了した者は研修の一部を免除する。ただし、私立の特別支援学校で初任者研修

を修了した者は研修の対象とする。また、国立（国立大学法人）及び公立又は私立の小学

校・中学校・高等学校等で初任者研修を修了した者も研修の対象とする。  

免除者の研修は、以下のとおり実施する。 

ア 県立特別支援学校初任者研修Ⅰを実施する。 

イ 中堅教諭等資質向上研修の該当者についても初任者研修を実施し、中堅教諭等資  

質向上研修は翌年に延期する。 

ウ ２年目以降の研修は、実施要項に示す在職年数に応じた研修を実施する。  

 

９ その他 

（１）県教育委員会、実施校の校長は、実施の進展に応じて年間研修計画等について、適時、

必要な改善を行うことができる。 

（２）この細目に定めるもののほか、必要な事項は別に定める。  
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  別
紙
１
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
初
任
者
研
修
全
体
研
修
計
画
 

 
４
月
 

５
月
 

６
月
 

７
月
 

８
月
 

９
月
 

１
０
月
 

１
１
月
 

１
２
月
 

１
月
 

２
月
 

セ ン タ ー 研 修 

 

地 区 研 修 

例
）
 

校 内 研 修 

例
）
 

・
学
習
指
導
要
領
（
１
）
 
・
教
材
研
究
（
３
）
 

・
示
範
授
業
（
３
）
 
 
 
・
授
業
研
究
（
３
）
 

・
事
例
報
告
（
４
）
 
 
 
・
自
立
活
動
（
５
）
 

・
学
級
経
営
（
４
）
 

 ・
学
校
教
育
目
標
の
実
現
（
１
）
 
・
特
別
支
援
教
育
の
専
門
性
（
５
）
 

・
校
務
分
掌
（
２
）
 
 
 
 
 
 
・
各
部
の
教
育
（
２
）
 

・
校
内
研
究
の
目
的
（
２
）
 
 
 
・
保
護
者
と
の
連
携
（
２
）
 

・
IＣ

Ｔ
教
育
（
３
）
 
 
 
 
 
 ・

学
校
事
務
と
公
文
書
（
１
）
 

・
個
別
の
教
育
支
援
計
画
と
個
別
の
指
導
計
画
（
５
）
 

    

 ・
教
材
研
究
（
３
）
 
・
授
業
研
究
（
３
）
 

・
自
立
活
動
（
５
）
 
・
事
例
報
告
（
４
）
 
 

・
食
育
（
２
）
 
 
 
・
読
書
活
動
（
３
）
 

・
学
級
経
営
（
４
）
 

 ・
情
報
モ
ラ
ル
（
２
）
 
・
生
徒
指
導
（
４
）
 

・
進
路
指
導
（
４
）
 
 
・
キ
ャ
リ
ア
教
育
（
４
）
 

・
人
権
・
同
和
教
育
（
１
）
 

・
関
係
機
関
と
の
連
携
（
２
）
 

・
校
外
学
習
（
４
）
 

・
個
別
の
教
育
支
援
計
画
と
個
別
の
指
導
計
画
（
５
）
 

 ・
授
業
研
究
（
３
）
 

・
事
例
報
告
（
４
）
 

・
自
立
活
動
（
５
）
 

 ・
指
導
要
録
（
１
）
 

・
初
任
者
研
修
総
括
（
１
）
 

・
２
年
目
の
課
題
設
定
（
１
）
 

・
個
別
の
教
育
支
援
計
画
と
個
別
の
指
導
計
画
（
５
）
 

 

初
任
研
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
 

＜
初
任
者
が
直
面
す
る
指
導
上
の
問
題
点
や
悩
み
等
に
つ
い
て
の
話
し
合
い
＞
 
 
月
１
回
程
度
実
施
（
年
間
１
０
回
程
度
）
 

初
任
者
研
修
Ⅰ

(４
月

13
-2

7日
) 

初
任
者
研
修
Ⅱ

(５
月

18
-1

9日
) 

 

初
任
者
研
修
Ⅲ
（

7
月

25
-2

7
日

) 
初
任
者
研
修
Ⅳ

(1
月

19
-2

0日
) 

訪
問
研
修
 

授
業
研
修
②
・
講
話
研
修
 

【
集
合
型
】
 

○
教
職
員
に
求
め
ら
れ
る
使
命
と
倫
理
 

○
関
係
機
関
と
の
連
携
の
在
り
方
 

○
障
害
の
あ
る
子
供
の
実
態
把
握
 

 
・
障
害
特
性
や
発
達
の
理
解
 

・
実
態
把
握
の
方
法
 

○
学
習
指
導
要
領
と
教
育
課
程
 

・
学
習
指
導
要
領
に
関
す
る
事
項
 

 
・
授
業
づ
く
り
 

○
個
に
応
じ
た
指
導
の
実
際
 

 
・
事
例
報
告
に
つ
い
て
 

 
・
２
年
目
研
修
者
に
よ
る
実
践
発
表
 

地
区
研
修
の
振
り
返
り
 

【
オ
ン
デ
マ
ン
ド
型
】
 

○
新
規
採
用
教
職
員

に
期
待
す
る
こ
と
 

○
特
別
支
援
学
校
教

職
員
と
し
て
の
心

構
え
 

○
教
職
員
の
研
修
体

系
に
つ
い
て
 

※
初
任
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
メ
ン
タ
ー
等
を
活
用
し
た
チ
ー
ム
で
の
研
修
を
計
画
・
実
施
す
る
。
 

※
上
記
の
研
修
項
目
以
外
に
、
学
校
の
実
情
に
応
じ
て
研
修
項
目
を
選
定
す
る
。
 

※
（
 
）
内
の
数
字
は
「
長
崎
県
 
教
諭
等
と
し
て
の
資
質
の
向
上
に
関
す
る
指
標
」
の
視
点
（
１
）
～
（
５
）
を
表
す
。
 

連
絡
研
修
②
 

授
業
研
修
①
 

連
絡
研
修
①
 

【
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
型
】
 

○
明
日
か
ら
実
践
！
 

 
心
と
体
の
ス
ト
レ
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
 

○
教
師
間
の
連
携
 

 
・
学
級
経
営
に
お
け
る
連
携
 

 
・
授
業
に
お
け
る
連
携
 

○
個
別
の
教
育
支
援
計
画
・
個
別
の
指
 

導
計
画
の
作
成
 

・
作
成
の
ポ
イ
ン
ト
 

・
活
用
と
評
価
 

地
区
研
修
計
画
に
つ
い
て
 

【
集
合
型
】
 

○
個
に
応
じ
た
指
導
の
実
際
 

 
・
事
例
報
告
の
発
表
 

○
１
年
間
の
振
り
返
り
と
２
年
目
に
向
け
て
 

（
若
手
教
職
員
研
修
の
内
容
を
含
む
）
 

○
学
び
続
け
る
教
師
で
あ
る
た
め
に
 

他
障
害
種
の
教
育
の
理
解
 

地
域
の
福
祉
施
設
に
対
す
る
理
解
 

他
障
害
種
の
教
育
の
理
解
（
保
護
者
講
話
を
含
む
）
 

 ○
自
立
活
動
 

・
実
態
把
握
の
方
法
 

・
課
題
の
焦
点
化
 

・
具
体
的
な
目
標
設
定
 

○
個
に
応
じ
た
指
導
の
実
際
 

 
・
事
例
の
中
間
報
告
 

 ＜
オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信
＞
 

○
人
権
教
育
 

○
ア
サ
ー
テ
ィ
ブ
な
自
己
表
現
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  別
紙
２
−①

 

実
施
校
に
お
け
る
研
修
モ
デ
ル
 

  
 

視点
 

  月
 

（
１
）
 

（
２
）
 

（
３
）
 

（
４
）
 

（
５
）
 

初
任

研
 

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
 
時
数
 

教
職
に
必
要
な
素
養
 

学
校
経
営
 

連
携
・
協
働
 

教
育
課
程
 

学
習
指
導
 

学
級
経
営
 

児
童
生
徒
理
解
 

生
徒
指
導
 
等
 

特
別
支
援
教
育
 

４
 

・
教
師
の
使
命
と
責
任
 
Ⅰ
・
Ⅱ

 

 

・
学
校
教
育
目
標
と
学
校
経

営
方
針

 
Ⅱ
 

・
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
対
応
 

 

・
学
習
指
導
要
領
 
Ⅱ
 

 
 
総
則
を
中
心
に
 

・
学
習
指
導
計
画
 

 
 
年
間
指
導
計
画
 
Ⅱ

 

 
 
週
案
の
書
き
方
 

・
学
級
経
営
案
の
作
成
 

・
自
校
の
障
害
種
教
育
の
基
 

礎
基
本
 
Ⅱ
 

 

校
内
研
修
年

間
計
画
 

１
０
 

５
 

  

・
学
校
運
営
組
織
と
職
務
内

容
 

・
自
校
の
教
育
課
程
 
Ⅱ
 

・
校
内
研
究
の
目
的
 

・
授
業
参
観
（
所
属
学
部
）
 

・
指
導
の
実
際
 

 
 
担
当
教
科
の
指
導
 

・
学
習
指
導
案
の
作
成
①
 
Ⅱ
 

・
個
に
応
じ
た
指
導
①
 
Ⅱ
 

・
自
立
活
動
 
Ⅲ
 

 
 
６
区
分
２
７
項
目
 

 
 
実
態
把
握
 
 
 

 
 

４
、
５
月
の
 

振
り
返
り
 

１
２
 

６
 

・
服
務
規
律
Ⅱ
 

・
地
域
と
の
連
携
 
 

・
所
属
学
部
の
教
育
 
Ⅱ
 

 

・
研
究
授
業
・
授
業
研
究
①
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅱ
 

・
指
導
の
実
際
 

 
（
初
任
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
）
 

・
個
に
応
じ
た
指
導
②
 
Ⅲ

 

 

・
個
別
の
教
育
支
援
計
画
と
 

個
別
の
指
導
計
画
 
Ⅲ
 

・
発
達
検
査
の
実
際
 

６
月
の
振
り

返
り
 

１
２
 

７
 

・
諸
表
簿
の
作
成
と
取
り
扱
 

い
 

 

・
保
護
者
と
の
連
携
 

 
 
傾
聴
の
姿
勢
 

家
庭
訪
問
時
の
マ
ナ
ー
 

・
学
習
評
価
に
つ
い
て
 

・
示
範
授
業
・
授
業
研
究
 

・
個
に
応
じ
た
指
導
③
 
Ⅲ
 

・
学
級
経
営
①
 
Ⅲ
 

 
（
１
学
期
の
反
省
と
２
学
期
の
計
画
）
 

・
Ｔ
・
Ｔ
の
在
り
方
 
Ⅲ
 

・
発
達
検
査
の
分
析
 

１
学
期
の
振

り
返
り
（
若

手
教
員
で
語

ろ
う
）
 

１
２
 

８
 

・
諸
文
書
の
作
成
と
就
学
奨
 

励
費
 

・
情
報
モ
ラ
ル
 

・
教
材
教
具
の
作
成
①
 

・
教
科
学
習
の
工
夫
 

・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
活
用
 

・
個
に
応
じ
た
指
導
④
 
Ⅳ
 

・
教
室
環
境
の
整
備
 

・
個
別
の
指
導
計
画
①
 

 
 
１
学
期
の
評
価
 

 
 
２
学
期
の
目
標
設
定
Ⅳ
 

事
例
の
中
間

報
告
を
終
え

て
 

１
２
 

・
ゴ
シ
ッ
ク
体
の
研
修
項
目
は
、
校
内
研
修
と
セ
ン
タ
ー
研
修
（
別
紙
１
参
照
）
と
の
連
動
を
図
る
た
め
、
該
当
す
る
セ
ン
タ
ー
研
修
と
連
動
を
図
る
よ
う
、
計
画
・
実
施
す
る
こ
と
が
望

ま
し
い
。
 

・
セ
ン
タ
ー
研
修
で
の
研
修
内
容
に
つ
い
て
セ
ン
タ
ー
研
修
後
も
適
宜
取
り
扱
う
こ
と
。
 

・
Ⅰ
～
Ⅳ
は
、
初
任
者
研
修
Ⅰ
～
Ⅳ
を
表
す
。
別
紙
１
を
参
照
す
る
こ
と
。
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  別
紙
２
−②

 

視点
 

  月
 

（
１
）
 

（
２
）
 

（
３
）
 

（
４
）
 

（
５
）
 

初
任

研
 

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
 

時
数
 

教
職
に
必
要
な
素
養
 

学
校
経
営
 

連
携
・
協
働
 

教
育
課
程
 

学
習
指
導
 

学
級
経
営
 

児
童
生
徒
理
解
 

生
徒
指
導
 
等
 

特
別
支
援
教
育
 

９
 

・
服
務
と
福
利
厚
生
 

・
防
災
教
育
 

・
関
係
機
関
と
の
連
携
 

 
 
児
童
生
徒
の
利
用
機
関
 

・
他
学
部
の
教
育
①
 

 

・
授
業
参
観
（
他
学
部
）
 

・
指
導
の
実
際
 

 
（
教
科
学
習
）
 

・
個
に
応
じ
た
指
導
⑤
 
Ⅳ
 

・
キ
ャ
リ
ア
教
育
 

 
 
全
体
計
画
 

 
 
学
部
の
目
標
 

・
自
立
活
動
 

Ⅲ
 

 
 
指
導
の
実
際
 

 
 
（
メ
ン
タ
ー
研
修
）
 

 

９
月
の
振
り

返
り
 

１
３
 

10
 

  

・
行
事
の
企
画
・
運
営
 

・
他
学
部
の
教
育
②
 

・
授
業
参
観
（
他
学
部
）
 

・
教
材
教
具
の
作
成
②
 

・
学
習
指
導
案
の
作
成
②
 

・
個
に
応
じ
た
指
導
⑥
 
Ⅳ
 

・
進
路
指
導
に
つ
い
て
 

・
交
流
及
び
共
同
学
習
に
つ
い

て
 

・
自
立
活
動
 

Ⅲ
 

 
 
評
価
と
指
導
の
改
善
 

 
 
（
メ
ン
タ
ー
研
修
）
 

・
個
別
の
教
育
支
援
計
画
 

 
 
中
間
評
価
と
改
善
 
Ⅳ
 

教
員
間
の
連

携
に
つ
い
て
 

１
２
 

11
 

・
人
権
・
同
和
教
育
に
つ
い

て
 

 
・
研
究
授
業
・
授
業
研
究
②
 

・
読
書
活
動
の
推
進
 

・
個
に
応
じ
た
指
導
⑦
 
Ⅳ
 

・
生
徒
指
導
に
つ
い
て
 

・
校
外
学
習
の
計
画
 

 
１
０
、
１
１
月

の
振
り
返
り
 

１
１
 

12
 

 
・
保
健
・
安
全
指
導
に
つ
い
 

  
て
 

・
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
 

学
び
 

・
指
導
の
実
際
 

 
（
初
任
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
）
 

・
個
に
応
じ
た
指
導
⑧
 
Ⅳ
 

・
学
級
経
営
②
 

 
（
２
学
期
の
反
省
と
３
学
期

の
計
画
）
 

・
個
別
の
指
導
計
画
②
 
Ⅳ
 

 
 
２
学
期
の
評
価
 

 
 
３
学
期
の
目
標
設
定
 

２
学
期
の
振

り
返
り
 

１
２
 

１
 

 
・
食
育
に
つ
い
て
 

・
指
導
の
実
際
 

（
初
任
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
）
 

・
個
に
応
じ
た
指
導
⑨
 
Ⅳ
 

事
例
報
告
（
本
発
表
）
の
振

り
返
り
 

・
校
内
事
例
報
告
会
 

 
１
月
の
振
り

返
り
 

７
 

２
 

・
指
導
要
録
の
作
成
 

・
学
び
続
け
る
教
師
で
あ
る

た
め
に
 

 

 
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
 

メ
ン
ト
 

 
・
個
別
の
教
育
支
援
計
画
 

 
 
年
間
評
価
 

 
 
次
年
度
へ
の
引
継
ぎ
 

１
年
間
の
成

果
の
確
認
 

２
年
目
の
課

題
設
定
 

７
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別紙３  

初任者研修に係る計画書・報告書等の提出期日等一覧  

 

計画書・報告書等  様式等  
提出期日（必着日）  

県教育センター  

実
施
運
営
委
員
会 

地区研修実施報告書  様式１  令和５年３月１日 (水 ) 

実 
 

施 
 

校 

初任者研修校内研修年間指導計画書  様式２  令和４年５月１１日 (水 ) 

拠点校指導教員週間指導計画表  様式３   

実施校における指導教員等の調査票  様式４  令和４年５月１１日 (水 ) 

初任者研修の記録  

(初任者用 ) 
様式５－①   

初任者研修指導の記録  

（拠点校指導教員用）  
様式５－②   

初任者研修指導の記録  

（校内指導教員用）  
様式５－③   

初任者研修（特別支援学校）自己評価票  様式６   

初任者研修校内研修年間指導報告書  様式７  令和５年３月１日 (水 ) 

※電子メールにより送信する。  

  提  出  先：県教育センター所長  

送  信  先： npec-tokushi@pref.nagasaki.lg.jp(「 lg」はエルジー ) 

件    名：【特支】初任研  文書名  

  ファイル名：文書名  （初任者名または地区名）  
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令和４年度 長崎県公立学校初任者研修（特別支援学校）様式集 

 

※ 各様式は県教育センターWebページから、ダウンロードできます。 

様式１ 地区研修実施報告書 

様式２ 初任者研修校内研修年間指導計画書 

様式３ 拠点校指導教員週間指導計画表 

様式４ 実施校における指導教員等の調査票 

 

様式５－① 初任者研修の記録（初任者用） 

様式５－② 初任者研修指導の記録（拠点校指導教員用） 

様式５－③ 初任者研修指導の記録（校内指導教員用） 

様式６ 初任者研修（特別支援学校）自己評価票 

様式７ 初任者研修校内研修年間指導報告書 
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様式１ 

令和４年度 地区研修実施報告書  

 

 

 地区名   地区中心校   

 

                                         （令和  年   月  日提出） 
 

実施 
期日  

会場  参加者数  研 修 内  容  
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様
式
２
 

令
和
４
年
度
 
初
任
者
研
修
校
内
研
修
年
間
指
導
計
画
書
 

学
校

名
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

初
任
者
名
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

視
点

 

（
１
）

 
（
２
）

 
（
３
）

 
（
４
）

 
（
５
）

 

初
任

研
 

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

 
時
数
 

教
職
に
必
要
な
素
養

 
学
校
運
営

 
連
携
・
協
働

 
教
育
課
程

 
学
習
指
導

 

学
級

経
営

 
児
童
生
徒
理
解

 
生
徒
指
導

 
等

 
特
別
支
援
教
育

 

月
 

研
修
項
目
 

研
修
項
目
 

研
修
項
目
 

研
修
項
目
 

研
修
項
目
 

４ 

 
 

 
 

 
 

 

５ 

 
 

 
 

 
 

 

６ 

 
 

 
 

 
 

 

７ 

 
 

 
 

 
 

 

８ 

 
 

 
 

 
 

 

 

 
 

学
期
計
 

 
年
間
計
 

 

※
初
任
者
ご
と
に
作
成
す
る
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様
式
２
 

令
和
４
年
度
 
初
任
者
研
修
校
内
研
修
年
間
指
導
計
画
書
 

初
任
者
名
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 
 

視
点

 

（
１
）

 
（
２
）

 
（
３
）

 
（
４
）

 
（
５
）

 

初
任

研
 

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

 
時
数
 

教
職
に
必
要
な
素
養

 
学
校
運
営

 
連
携
・
協
働

 
教
育
課
程

 
学
習
指
導

 

学
級

経
営

 
児
童
生
徒
理
解

 
生
徒
指
導

 
等

 
特
別
支
援
教
育

 

月
 

研
修
項
目
 

研
修
項
目
 

研
修
項
目
 

研
修
項
目
 

研
修
項
目
 

９
 

 
 

 
 

 
 

 

１０
 

 
 

 
 

 
 

 

１１
 

 
 

 
 

 
 

 

１２
 

 
 

 
 

 
 

 

 

 
 

学
期
計
 

 
年
間
計
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様
式
２
 

令
和
４
年
度
 
初
任
者
研
修
校
内
研
修
年
間
指
導
計
画
書
 

初
任
者
名
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

視
点
 

（
１
）

 
（
２
）

 
（
３
）

 
（
４
）

 
（
５
）

 

初
任

研
 

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

 
時
数
 

教
職
に
必
要
な
素
養

 
学
校
運
営

 
連
携
・
協
働

 
教
育
課
程

 
学
習
指
導

 

学
級

経
営

 
児
童
生
徒
理
解

 
生
徒
指
導

 
等

 
特
別
支
援
教
育

 

月
 

研
修
項
目
 

研
修
項
目
 

研
修
項
目
 

研
修
項
目
 

研
修
項
目
 

１
 

 
 

 
 

 
 

 

２
 

 
 

 
 

 
 

 

 

 
 

学
期
計
 

 
年
間
計
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様
式
３
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
拠
点
校
指
導
教
員
週
間
指
導
計
画
表
 

 

 
 

 
 

 
 

 
拠
点
校
指
導
教
員
名
 

 

日
 
付
 

曜日
 

学校
名 

 
１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

６
 

放
課
後
 

勤
務
時
間
 

  
月

 
 
日
 

  
 
～
 

  
月

 
 
日
 

月
 

 
初任

者名
 

 
 

 
 

 
 

 
 
：
 
 
～
 
 
：
 

研修
内容

 
 

 
 

 
 

 
 

火
 

 
初任

者名
 

 
 

 
 

 
 

 
：
 
 
～

 
 
：
 

研修
内容

 
 

 
 

 
 

 
 

水
 

 
初任

者名
 

 
 

 
 

 
 

 
：
 
 
～

 
 
：
 

研修
内容

 
 

 
 

 
 

 
 

木
 

 
初任

者名
 

 
 

 
 

 
 

 
：
 
 
～

 
 
：
 

研修
内容

 
 

 
 

 
 

 
 

金
 

 
初任

者名
 

 
 

 
 

 
 

 
：
 
 
～

 
 
：
 

研修
内容

 
 

 
 

 
 

 
 

  
月

 
 
日
 

  
 
～
 

  
月

 
 
日
 

月
 

 
初任

者名
 

 
 

 
 

 
 

 
：
 
 
～

 
 
：
 

研修
内容

 
 

 
 

 
 

 
 

火
 

 
初任

者名
 

 
 

 
 

 
 

 
：
 
 
～

 
 
：
 

研修
内容

 
 

 
 

 
 

 
 

水
 

 
初任

者名
 

 
 

 
 

 
 

 
：
 
 
～

 
 
：
 

研修
内容

 
 

 
 

 
 

 
 

木
 

 
初任

者名
 

 
 

 
 

 
 

 
：
 
 
～

 
 
：
 

研修
内容

 
 

 
 

 
 

 
 

金
 

 
初任

者名
 

 
 

 
 

 
 

 
：
 
 
～

 
 
：
 

研修
内容

 
 

 
 

 
 

 
 

研
修
内
容
記
号
 
Ａ
：
直
接
指
導
時
間
（
複
数
の
校
内
指
導
教
員
に
よ
る
指
導
を
含
む
）
 
 
Ｂ
：
指
導
に
要
す
る
準
備
・
事
後
評
価
等

 

Ｍ
：
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
 
 
斜
線
（

 
／
 
）：
実
施
校
に
い
な
い
 

※
２
週
間
前
ま
で
に
本
務
校
の
校
長
に
提
出
す
る
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様
式
４

 

令
和
４
年
度
 
実
施
校
に
お
け
る
指
導
教
員
等
の
調
査
票

 

(学
校
名

) 
 
 
 

 
 
  
 
 
  
 
 
 
 
 
  
 
 
Ｎ
ｏ
．
（

  
 ）

 
 

①
 

形
 

態
 

別
 

②
初
任
者

 
③
拠
点
校
指
導
教
員

 
④
校
内
指
導
教
員

 
⑤
校
内
教
科
指
導
教
員

 

氏
 
 
名

 
学
部

 
氏
 
 
名

 

( 
拠
点
校
名
 )

 
経
験
年
数

 
職
・
氏
名

 
経
験
年
数

 
氏
 
 
名

 
教
科

 
教
科

 
主
 任

 等
 

拠
 

・
 

自
 

 
 

 
( 

  
  
  
  
) 

 

  

 
 

 

 
 

拠
 

・
 

自
 

 
 

 

( 
  
  
  
  
) 

 
  

 
 

 

 
 

拠
 

・
 

自
 

 
 

 

( 
  
  
  
  
) 

 
  

 
 

 

 
 

拠
 

・
 

自
 

 
 

 

( 
  
  
  
  
) 

 
  

 
 

 

 
 

拠
 

・
 

自
 

 
 

 

( 
  
  
  
  
) 

 
  

 
 

 

 
 

拠
 

・
 

自
 

 
 

 

( 
  
  
  
  
) 

 
  

 
 

 

 
 

【
記
入
上
の
留
意
点
】
 

１
 ①

「
形
態
別
」
の
欄
は
、「

拠
」（

拠
点
校
方
式
）
か
、「

自
」（

自
校
方
式
）
の
区
別
を
○
印
で
囲
む
こ
と
 

２
 ③

④
の
「
経
験
年
数
」
の
欄
は
、
勤
続
年
数
を
記
入
の
こ
と
 

３
 中

学
部
及
び
高
等
部
に
つ
い
て
、
初
任
者
と
指
導
教
員
の
教
科
が
異
な
る
場
合
は
、
⑤
に
教
科
指
導
教
員
名
を
記
入
の
こ
と
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様式５－① 

（  ）月 初任者研修の記録（初任者用） 

 

校長印  副校長印  教頭印  部主事印 
 

    拠点校 

指導教員 

印 

 校内 

指導教員 

印 

 

 

初任者名  

  実施日 時間 研修項目 指標 指導者 

研修 

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

初任研 

ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ 

         

初任者の所感 指導教員の助言 
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様式５－② 

（  ）月 初任者研修指導の記録（拠点校指導教員用） 

 

校長印  副校長印  教頭印  部主事印 
 

 

初任者名  拠点校指導教員名  

  実施日 時間 研修項目 指標 

研修 

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

初任研 

ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ 
     

所 感 等 
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様式５－③ 

（  ）月 初任者研修指導の記録（校内指導教員用） 

 

校長印  副校長印  教頭印  部主事印 
 

 

初任者名  校内指導教員名  

  実施日 時間 研修項目 指標 指導者 

研修 

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

初任研 

ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ 
         

所 感 等 
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様式６   

初任者研修（特別支援学校）自己評価票 

 

 

 

 

 

１ 各項目に関する評価（４～１のいずれかに○を記入すること）  

 

２ 本年度の研修を終えた成果や来年度へ向けた決意等 

 

 

３ 校長の指導及び助言 

 

 校長氏名  

 

学  部  

初任者名  

提 出 日  

視  点 
評  価 

４ ３ ２ １ 

（１）教職に必要な素養     

（２）学校運営 連携・協働     

（３）教育課程 学習指導     

（４）学級経営 児童生徒理解 生徒指導 等     

（５）特別支援教育     
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令和４年度 初任者研修校内研修年間指導報告書 

学 校 名  

初任者名  

教 科 名  

 

月 研修項目 
指標の視点 指導時数 月

計 (1) (2) (3) (4) (5) 時数 拠 校 他 

４ 

（記入例）教師の使命と責任 ○     １  １ １ 

 

 

（記入例）学習指導計画   ○   ２ １ １  

        
 

 

      
 

   

（記入例）初任研ミーティング ○     ２ １ １ １ 

５ 

       
 

  

 

          

          

          

          

６ 

          

 

          

          

          

          

７ 

          

 

          

          

          

          

様式７ 

拠点校指導教員と校内指導教員が同時に指導した場合
は、それぞれが直接指導した時間として計上する。 

校内指導教員等が、複数参加した場合は、校内指導教
員 1人として計上する。 
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令和４年度 初任者研修校内研修年間指導報告書 

 
初任者名  

月 研修項目 
指標の視点 指導時数 月

計 (1) (2) (3) (4) (5) 時数 拠 校 他 

８ 

           

          

          

          

          

９ 

           

          

          

          

          

10 

           

          

          

          

          

11 

           

          

          

          

          

様式７ 
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令和４年度 初任者研修校内研修年間指導報告書 

 

 

初任者名  

月 研修項目 
指標の視点 指導時数 月

計 (1) (2) (3) (4) (5) 時数 拠 校 他 

12 

           

          

          

          

          

１ 

           

          

          

          

          

２ 

           

          

          

          

          

※記入例は削除して作成すること 

 

   年間 

時数 

     

様式７ 
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